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展覧会開催要項（案） 
 

【名  称】 －加納義光 回顧展－（仮） 

 

【会  期】 令和８年１０月から１２月まで（予定） 

 

【会  場】 市之瀬廣太記念美術館 第２展示室 

 

【開館時間】 午前９時００分から午後５時００分まで（入館は午後４時３０分まで） 

 

【休 館 日】 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日 

 

【入 館 料】  一般２００円、高校生以下無料 

 

【開催要旨】 

 加納義光氏は、寺河戸町在住の陶芸家です。会社員として働くかたわら平成 2 年（４３

歳）から創作活動を始められ、平成 6 年には早期退職により、本格的に陶芸家としての活

動を開始されました。平成 8 年に日本現代陶彫展特別賞、平成 24 年には美濃陶芸庄六賞茶

陶展で庄六賞を受賞されるなど、その作品は高く評価され、⾧年にわたり美濃陶芸の振興

に尽力された功績が評価され、平成 26 年度には岐阜県伝統文化継承功績者顕彰を受賞され

ました。 

氏は、釉薬をかけずに高温で素地を焼き固める「焼き締め」という技法を得意とします。

また、炭や灰とともに焼き上げることでメタリックな発色を生み出す「炭化焼成」、さらに

藁などを一緒に焼くことで緋色の鮮やかな模様を浮かび上がらせる「緋襷」の技法を基に

し、黒や紫の独特な模様が現れる、氏独自の「紫襷（むらさきだすき）」という技法を体得

されました。これらの技法で作られた作品は繊細かつ素朴な質感を実現しながらも力強い

土の風合いを兼ね備える点が特徴です。 

今回の展覧会では、美濃陶芸を支えてきた氏の 30 年以上にわたる創作活動の中から代表

的な作品を取り上げ、一堂に展示します。これまで当館で紹介したことのない陶芸の技法

や工夫、土の魅力をお楽しみください。 

 

【展 示 品】 陶芸作品２０～３０点（予定） 

 

【問合せ先】 瑞浪市みずなみ未来部スポーツ文化課 

（電話０５７２－６８－７７１０／ＦＡＸ０５７２－６６－１１２２） 
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